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☆  かみなり                                                                                                          

☆                     コード１  :０２０２     ファイル  :ｉ６         版：＊＊                区分数    :０２        

☆                     表記      :雷                                                                                  
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[慣用句等]

のような  

のように  

慣用表現  

他合成語１ ［雷のように響きわたる］－声（ごえ）

他合成語２

備考      ＜関＞０１…＞０２。

[区分  ０１／０２]

表記      雷（かみなり）

意味記述  雲から電気が大音響や光を伴いながら地表に向けて放電されたもの。

意味素性１ ＰＨＥ

用例１    雷がごろごろと鳴っている。

連体文例  音と光の間隔で雷の近さをはかる。

被連体例  栃木県の雷，夕方の雷，梅雨末期の雷。

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０２／０２]

表記      雷（かみなり）

意味記述  ある人に対して向けられる激しい怒りや叱責。

意味素性１ ＡＢＳ

用例１    孫が盆栽をこわしてしまったので、おじいさんの雷が落ちた。

連体文例  



被連体例  親父の雷，社長の雷。

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  かみなり                                                                                                          

＊                                                           区分番号  :０１／０２        素性数    :１               

＊ 表記      :雷（かみなり）                                                                                          

＊ 意味記述  :雲から電気が大音響や光を伴いながら地表に向けて放電されたもの。                                          

＊ 意味素性１:ＰＨＥ      用例１    :雷がごろごろと鳴っている。                                                       

＊ 連体文例                         :音と光の間隔で雷の近さをはかる。                                                 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＰＨＥ

関連｜同義

関連｜類義 いかづち，落雷

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    回

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  │★│ガ│落ちる，来る，近づく。

          │（ごろごろと／…）★│ガ│鳴る，響く，とどろく。

動詞｜ヲ  ガ│★│ヲ│こわがる，警戒する，よける，避ける。

動詞｜ニ  ガ│★│ニ│やられる，打たれる。

動詞｜他  ガ│★│デ│故障する。

動詞｜副ニ



形容｜ガ  ガ│★│ガ│こわい。

          │（さっきの／…）★│ガ│大きい，近い，遠い。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の観測，－の多発地域，－の被害，－の音，－の近さ，－の接近。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  音と光の間隔で雷の近さをはかる。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜場所＞裏山の－，栃木県の－。

          ＜時間＞夕方の－，春の－，梅雨末期の－，さっきの－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[形態情報  １／２]

合成語要素 かみなり

要素表記  雷（かみなり）

補足      

合成｜名前 －雲（ぐも），－警報，－避け，－様

合成｜名後 大（おお）－，初（はつ）－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ２／２]

合成語要素 らい

要素表記  雷（らい）

補足      ＃

合成｜名前 －様，－雲，－神（じん），－雨，－鳴，－光，－声，－石，－霆（てい）

合成｜名後 初（はつ）－，春－，天－，落－，避－，風－，遠－，寒－，万－，百－



合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  かみなり                                                                                                          

＊                                                           区分番号  :０２／０２        素性数    :１               

＊ 表記      :雷（かみなり）                                                                                          

＊ 意味記述  :ある人に対して向けられる激しい怒りや叱責。                                                              

＊ 意味素性１:ＡＢＳ      用例１    :孫が盆栽をこわしてしまったので、おじいさんの雷が落ちた。                         

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＡＢＳ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    

[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  ニ│（社長の／…）★│ガ│おちる。

動詞｜ヲ  ガ，ニ│★│ヲ│落とす。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  ガ│（親父の／先生の／…）★│ガ│こわい。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     

NP0ナ     ×



NP0ノ／ナ ×

連体文例  

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜主体＞親父の－，おじいさんの－，社長の－，先生の－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[形態情報  １／２]

合成語要素 かみなり

要素表記  雷（かみなり）

補足      

合成｜名前 －おやじ

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ２／２]

合成語要素 らい

要素表記  雷（らい）

補足      ＃

合成｜名前

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  


